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  平成２８年１１月２４日(木) 午後５時～午後７時５分 

 河村会長、吉本・濱本副会長、林専務理事、弘山・萬・加藤・藤本・今村・沖中常

任理事、白澤・香田・中村・清水・舩津・前川・山下理事、藤野・篠原・岡田監事 

 

協議事項 

１ 第 3 回都道府県医師会長協議会の議題について 

 平成 29 年 1月 17 日開催の標記協議会の議題について、次回理事会までに議題案を

提出することが決定した。 

 

２ 平成 28 年度在宅医療関連講師人材養成事業研修会の受講者推薦について 

 厚生労働省在宅医療関連講師人材養成補助事業として日本在宅ケアアライアンス

主催、日本医師会共催の標記研修会受講者の推薦依頼があり、郡市医師会から申込み

のあった 3名と県医師会役員 2 名の計 5 名を推薦することが決定した。 

 

３ 第 12 回医療関係団体新年互礼会について 

 平成 29 年 1月 7日（土）に開催する互礼会の次第等について協議を行った。 

 

４ 山口県人事委員会勧告に伴う本会職員給与等の改定について 

 平成 28 年 10 月 19 日に山口県職員の給与等に関する勧告がなされた。本会職員給

与は、山口県職員の給与に準じていることから、対応について協議を行った。 

 

５ 75 歳以上の運転者に対する認知症対策・医師の診断書について 

 平成29年3月12日に施行が予定されている改正道路交通法に関する認知機能検査

等の強化に伴い、医師の診断書が必要となる対象者が現在の約 10倍に増加するとの

推定から、医療側の対応について協議を行い、全医療機関を対象に所定の認知機能検

査等の実施が可能である医療機関の調査を行うことが決定した。 

 

人事事項 

１ 医療事故調査委員の委嘱について 

 日本医療事故調査・支援センターが実施する「支援団体統括者セミナー」への看護

師の参加に伴い、当該参加者を標記委員へ追加委嘱（1名）することが決定した。 

 

２ 山口県庁本庁産業医の推薦について 

 標記の産業医が退任されることに伴い、後任の産業医の推薦依頼があり、山口市医

師会から推薦のあった、医療法人英知会原田内科胃腸科医院長の原田 元 先生を推薦

することが決定した。 

 

報告事項 

１ 第 1 回山口県医師臨床研修推進センター運営会議（11月 10 日） 

 平成 28 年度上半期の事業報告後、平成 28年度医師臨床研修マッチング、山口県の



医師確保対策、山口大学医学部附属病院の取組みについて協議・意見交換を行った。 

（加藤） 

 

２ 献血推進ポスター・作文審査委員会（11月 10 日） 

 部門ごとに最優秀、優秀、佳作を決定した。（河村） 

 

３ 地域医療構想調整会議「宇部・小野田」（11 月 10 日） 

 会長、副会長の選出に続き、県医療政策課から「山口県地域医療構想について」、

「地域医療介護総合確保基金について」の説明があった。その後、「急性期医療連携

検討部会」、「回復期・慢性期医療連携検討部会」、「地域包括ケア連携検討部会」の 3

部会の設置について協議が行われ、それぞれ年 2回程度（本年度は 1 回）開催するこ

とが決定した。（弘山） 

 

４ 山口県母子保健対策協議会不妊相談専門委員会（11 月 10 日） 

 不妊専門相談センター・女性健康支援センター及び健康福祉センターにおける平成

27年度相談実績の報告、不妊治療費助成事業の平成 27年度実績報告及び平成 28年

度改定点等について報告が行われた。続いて、平成 29年度健康福祉センターにおけ

る不妊専門相談事業等についての協議を行った。（藤野） 

 

５ 県民公開講座「走快人生  はしって健康」（11月 13 日） 

 「いのち きずな やさしさ」をテーマに募集したフォトコンテストの表彰式、メキ

シコオリンピックの銀メダリストである君原健二 氏による特別講演「ゴール無限」

等が行われ、参加者は 150 名であった。（濱本、今村） 

 

６ 日医死体検案研修会「基礎」（11月 13 日） 

 （1）死体検案に係る法令の概説、死体検案書の作成について、（2）警察の検視、

調査の視点から、（3）死体検案 総説、（4）死体検案の実際、（5）救急における死体

検案、（6）在宅死と死体検案、（7）死体検案における死亡時画像診断（Ai）の活用（Ｉ）、

（8）死体検案における死亡時画像診断（Ai）の活用（II）―の 8題の講演が行われ

た。受講者は 251 名。（中村） 

 

７ 第 2 回都道府県医師会長協議会（11月 15 日） 

 横倉義武 日医会長挨拶に続き、「かかりつけ医の位置付け」、「ジェネリック医薬品

の原料原産国の表示を」等、各都府県医師会から提出された 10件の質問・要望に対

して、担当役員から回答が行われた。また、日医より「介護予防における地域リハビ

リテーション体制の再構築」について説明があり、意見交換を行った。（河村） 

 

８ 首都直下大地震を想定した衛星利用実証実験「防災訓練」（11月 16 日） 

 平成 25 年 1月に、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）との間で締結

した協定に基づき、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）とともに実施。NTT

ドコモも参画。都心南部においてマグニチュード 7.3、最大震度７を記録し、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県で甚大な被害が発生したことを想定して訓練が行われた。

日本医師会災害対策本部の設置、JMAT の派遣決定に続き、全都道府県医師会とのテ



レビ会議が行われた。被害のあった埼玉県は NTT ドコモの衛生通信サービス「ワイド

スターⅡ」を、千葉県医師会、東京都医師会及び神奈川県医師会は「超高速インター

ネット衛星『きづな』」を使って参加した。（弘山） 

 

９ 郡市医師会医療事故調査担当理事・山口県医療事故調査委員合同協議会 

（11 月 17 日） 

 医療事故調査制度の施行から 1年を経て、郡市医師会及び山口県医療事故調査委員

の情報共有を目的として、講演「医療事故調査制度の山口県の現況について」（山口

県医師会 林 弘人 専務理事）、「医療事故調査制度の状況について」（日本医師会 今

村定臣 常任理事）及び「医療事故調査と Aiについて」（Ai情報センター 山本正二 代

表理事）を行った。（林） 

 

10 山口県産業保健連絡協議会・産業医部会合同会議（11月 17 日） 

 山口県労働局から「労働衛生行政の動向について」、山口産業保健総合支援センタ

ーから「産業保健総合事業について」、関係団体から「健康教育の取組みについて」

報告があり、意見交換が行われた。引き続き開催された産業医部会理事会では、互選

により山縣三紀 防府支部長が部会長に再選された。その後、平成 27年度産業医部会

決算報告があり承認された。また、平成 28年度総会を 12月 3日（土）15時から、

産業医研修会に併せて県総合保健会館（山口市）で行われることが報告された。 

（藤本） 

 

11 山口県学校保健連合会表彰審査委員会（11月 17 日） 

 被表彰者の審査が行われ、個人 12名の表彰が決定した。医師会関係では 3名の方

が表彰されることになった。（河村） 

 

12 個別指導「診療所」（11月 17 日） 

 診療所 8機関について実施され立ち会った。（萬、清水、前川） 

 

13 山口県看護職員確保対策協議会（11月 17 日） 

 「山口県の看護の現状」、「看護職員確保対策」について協議、「新たな看護職員需

給推計の概要等」について報告が行われた。（沖中） 

 

14 山口県母子保健対策協議会 HTLV－1 母子感染予防専門委員会（11月 17 日） 

 妊婦健康診査における HTLV－1抗体検査結果、HTLV－1母子感染予防事業の実施状

況について報告があり、協議を行った。（藤野） 

 

15 山口県高齢者保健福祉推進会議（11月 18 日） 

 介護保険制度の改正状況、高齢者施策の取組状況、今後の高齢者施策の展開方向に

ついて協議を行った。（河村） 

 

16 顧問・裁定委員合同懇談会（11月 19 日） 

 医師会活動の近況を報告し、意見交換を行った。（林） 

 



17 地域包括診療加算・地域包括診療料に係るかかりつけ医研修会（11 月 20 日） 

 診療報酬上（地域包括診療加算及び地域包括診療料）の算定要件となる、脂質異常

症、糖尿病、高血圧、認知症等に関する研修（9 講義）を実施した。受講者 39名。（萬） 

 

18  やまぐち糖尿病療養指導士第 9回レベルアップ講習会（11月 20 日） 

 新南陽市民病院の松谷 朗 院長による講義「栄養センサーとしての腸管の意義」に

続いて、新たな試みとして「糖尿病劇場」を行った。糖尿病劇場とは、ありふれた糖

尿病診療や療養場面を寸劇で再現し、患者側と医療側のすれ違いを起こす原因を参加

者と探り、「臨床の知」を深めようとする試みであり、208 名が受講した。（藤本） 

 

19 勤務医部会座談会（11 月 20 日） 

 「新専門医制度への対応」をテーマに行った。①制度に関するこれまでの経緯、 

②プログラム全体の状況、③新しいプログラムで運用される産婦人科の状況、④症例

登録サイトの状況、⑤県外の大学等との交流、について説明が行われた後に意見交換

を行った。（加藤） 

 

20 山口大学講義「臨床実習前の総合医療概論（多職種連携教育ユニット）」 

（11 月 22 日） 

 河村会長が山口大学医学部 4 年生の学生を対象に「地域医療と医師会」と題した講

義を行った。（河村、白澤） 

 

21 健康スポーツ医学実地研修会（11月 23 日） 

  特別講演「歩行動作のバイオメカニクス」について、川崎医療福祉大学医療技術学

部健康体育学科長の宮川 健 先生から講演があり、その後、県総合保健会館～兄弟山

～県総合保健会館（距離 7.7 ㎞）のウォーキングを行った。受講者 29名。（濱本） 

 

 

医師国保医師国保医師国保医師国保理事会理事会理事会理事会    第１第１第１第１４４４４回回回回    

１ 傷病手当金支給申請について 

 1 件について協議、承認。 

 

２ 第 15 回「学びながらのウォーキング大会」について 

 11 月 23 日（水・祝）に山口県医師会の第 2 会議室で開催。大内塗漆器振興協同組

合 冨田潤二 理事長による「漆（うるし）」と題した講演後、兄弟山を往復する約 8

㎞をウォーキングをした。参加者 78名。（清水） 

 

 

山福株式山福株式山福株式山福株式会社会社会社会社取締役会取締役会取締役会取締役会    

出席者：取締役８名、監査役３名 

１ 上半期の決算報告について 

 原案どおり、承認された。 

 


